

























































































































































































































 10 KSCFには、YWCA偽装結婚式事件直後の 1979年 11月 27日に KSCF結成 10
周年の記念行事の計画がすでにあった。KSCFは当局の集会禁止措置にも関わら
ず集会を強行しようとしたため警察と衝突する事件に発展した。その後、KSCF







































































































































































































するため「同胞にささげる文」を残して 5月 30日、鍾路 5街の韓国基督教







 26 文ヨンミ『世を包む小さな教会　ハンピッ教会 60年史』［韓国語］（サミン、2017
年）、233～234ページ。





























光州事件後まだ間もない 8月 6日、永楽教会の韓景職牧師はじめ 20余名
の教会指導者たちがロッテホテルで全斗煥のための祈祷会を開催した。祈り





 29 拙稿「韓国の 1987年民主化の条件についての考察」（『横浜市立大学論叢社会科






























































































































































































争である。CNPはそれぞれ、市民民主革命（CDR: Civil Democratic Revolu-
tion）、民族民主革命（NDR: National Democratic Revolution）、民衆民主革命























































































































 46 前掲、韓国基督学生会総連盟『韓国キリスト学生会総連盟 50年史』、371～372
ページ。
 47 前掲、チョウ・ビョンホ『韓国キリスト青年学生運動 100年史散策』、167ペー
ジ。

























































































































































































学論叢人文科学系列』第 56巻 1･2合併号、2007年 3月）の 4～6ページと 38～
40ページを参照されたい。なお 1990年代以降、プロテスタントキリスト教会は
鈍化傾向に転換した。この点も同稿、40～43ページを参照されたい。
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くつかの条件が関わっている。
一つ目は、全斗煥政権の暴圧的性格が拷問致死事件などによって白日の下
に晒されたことである（客観的条件 1）。二つ目は、そうした否定的政権の
下で、政教分離だからといって沈黙を維持し続けることは政権を黙認するこ
とに外ならないと自覚し反省したことである（主体的条件）。三つ目は、民
主化運動の目標が、大統領直接選挙制実現という穏健なものであり、それ自
体は歓迎すべき目標として受け容れることが出来たからである（客観的条件
2）。
つまり全斗煥時代の民主化運動の最終局面においてはキリスト教界内の進
歩的キリスト教対保守的キリスト教というような対立構図では描くことの出
来ないかたちで民主化運動が展開した。上述の客観的条件 1は、キリスト教
界にとどまらず、全斗煥政権から民心を離れさせ、多数の国民を反全斗煥の
民主化運動へ引き入れていく条件にもなった。その意味で保守的キリスト教
会の変身は、主体的な反省を過小評価するわけではないが、ある種の日和見
的で大衆迎合的な面がなかったわけではない。それだけ 1987年 6月民主抗
争が、民主化運動の側からいえば、汎国民的運動であったことを意味する。
第二に指摘しておきたいことは、進歩的キリスト者内部における変化であ
る。朴正煕時代、実際には進歩的キリスト者内部で差違が潜在していたかも
しれないが、可視的には一枚岩的なまとまりがあった。しかし全斗煥時代に
なるとその差違が顕在化していく。そうした変化にはつぎのような条件が働
いていると考えられる。
一つ目は、社会運動において進歩的キリスト教会やキリスト者の主導性が
後退したことである。別の言い方をすれば、進歩的キリスト教会やキリスト
者の指導なしに、非キリスト者の労働者、農民、学生たちがそれぞれの社会
運動を牽引するほどに成長し、その際の指導的思想と理論としてマルクス主
義が影響力を持つようになったということである（客観的条件）。二つ目は、
社会運動のこの変化に対して進歩的キリスト教内部でその対応をめぐってキ
リスト教、キリスト者としてのアイデンティティが問われたということであ
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る（主体的条件）。
では進歩的キリスト教会・キリスト者がどのように分岐していったのか、
それがより明確になっていくのは民主化後であるが、その兆しが全斗煥時代
に現れてきた。具体的には個々であり、1970年代までの進歩的キリスト者
がその後にどう変容していったのか、その要因は何なのか、個々のケースに
照らして考察することはたいへん興味深いが、それは後日の課題とし、本稿
では変化を類型的に見ておきたい。
第一の類型は、マルクス主義的社会変革運動を受け容れ、むしろキリスト
者としてのアイデンティティを捨て、教会からも離れていくケースである。
第二の類型は、マルクス主義的社会変革運動を部分的には肯定するが、キリ
スト者としてのアイデンティティを維持しようとするケースである。第三の
類型は、マルクス主義的社会変革運動を否定的に捉え、キリスト者のアイデ
ンティティを維持しつつ改良主義的な社会運動を積極的に進めようとする
ケースである。第四の類型は、マルクス主義的社会変革運動を否定的に捉
え、これに積極的に反対し、政治的には保守的な行動に変化したキリスト者
のケースである。第五の類型は、マルクス主義的社会変革運動に対してもキ
リスト者の社会運動に対しても距離をおいて政治的行動から遠ざかるキリス
ト者のケースである。
第一と第二の類型は資本主義社会の矛盾をつよく認識するという点で共通
性を持っている。その分岐、つまりキリスト信仰を維持するのか放棄するの
か、が何を根拠にするのか一概には言えないが、例えばキリスト者として教
会生活の長さ、キリスト教的な家庭背景などが関係しているように思われ
る。
第三と第四の類型は、マルクス主義、共産主義に対する拒絶感が共通して
いる。反共主義的性格が濃厚であった韓国キリスト教界の伝統が作用してい
るともいえる。とくに一部の社会変革運動が親北的性格を強くすることで警
戒心を強めた。ただ個々に見ると一時期はマルクス主義に傾倒したが、その
現実に幻滅してのある種の転向といったケースも見られる。第三と第四の違
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いは必ずしも違いというわけでなく、重なることもある。つまり第三類型の
キリスト者が第四類型の政治行動をとることもある。第三類型は、とくに民
主化後の市民運動を担う主体となっていく 59。第四類型は、金大中・盧武鉉
という進歩派政権登場後、親北的政策に反対する活動を展開していく。この
行動には、もちろん従来からの保守的キリスト教の部分も合流していくこと
になる。
第五類型はもともと大半のキリスト者がそうであったのでそこへの回帰と
いえる。ひとたび積極的に民主化運動に関わったが、何らかの理由で政治的
な旗幟を鮮明にしないことを選択したのだと思われる。
以上の考察を総括すると全斗煥時代は、キリスト教界を政治的経済的大変
動という坩堝に入れて溶融し直す時代であったといえる。この時代を経て民
主化以後の韓国キリスト教界は進歩的キリスト教対保守的キリスト教と二分
して論ずることの出来ない多様な様相を見せるようになるのである。
 59 注目すべき一事例として民主化後に経済正義実践市民連合（経実連）の立役者で
ある徐京錫の変遷をあげることができる。徐京錫は 1970年代初頭、セムナン教
会の学生会草創期の強力なリーダーであり、1974年の民青学連事件で拘束され
有罪判決を受けた 1970年代の進歩的キリスト青年の代表的存在であった。保釈
された後、1980年代に神学校に入り、米国留学を経て牧師になる。そして帰国
後、民主化後の韓国で経実連を立ち上げ、韓国市民運動の第一人者となる。しか
し政治的立場は保守的となり、最近では朴槿恵大統領弾劾に反対する太極旗グ
ループのアジテーターとして活躍するほど、右傾化姿勢を明らかにしている。彼
がセムナン教会学生会を回顧した一文を見ると、彼は当初、社会主義に心酔して
いたが、のちに牧師となって社会主義革命を支持せず、改良主義的な運動をはじ
めてからは進歩的キリスト教運動圏から駆逐されたと述べている（セムナン教会
大学生会歴史編纂委員会編『時代のたいまつ　セムナン教会大学生会民主化運動
史』［韓国語］、知識工作所、2017年、187～192ページ参照）。社会主義に心酔し
た彼がキリスト教を離れず、のちに牧師になる背景には彼のキリスト教的家庭背
景が関係しているように思う。彼の曾祖父は韓国キリスト教草創期に牧師となっ
た徐景祚牧師であり、代々、キリスト教の家系であった。しかし彼が政治的に保
守化、右傾化していくことについてはより考察が必要だろう。なお徐京錫の市民
運動の立ち位置とその政治的指向性の変化については、清水敏行『韓国政治と市
民社会　金大中・盧武鉉の 10年』（北海道大学出版会、2011年）が非常に参考に
なる。とくに 61～67ページにかけて彼について集中的に論じている。
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おわりに
「韓国の民主化運動とキリスト教」と題する三編の論文を通じて李承晩時
代、朴正煕時代、全斗煥時代と時期別に、韓国キリスト教の性格をキリスト
教界の社会との関わりを切り口にして考察してきた。その変化をきわめて単
純化すれば、①反共主義一辺倒で親政権一色の性格から、②人権・民主主義
重視の進歩的キリスト教と反共優先の保守的キリスト教への分岐を経て、③
変革運動・民衆運動、改良主義的社会運動、反北・反共運動、非政治的立場
という多様で幅広いスペクトルを持つ性格へと変化してきたといえる。
李承晩、朴正煕、全斗煥の時期についての分析と考察もまだ決して十分で
はないが、一応本稿をもって終えたい。今後の課題として、その不充分な点
をとくに実証的な面で補うことと、民主化以後の韓国キリスト教の変化につ
いて、とくに社会との関わりの観点から考察をしていきたいと考えている。
キーワード
韓国、民主化運動、キリスト教、全斗煥政権、光州事件、6月民主抗争
